
　
特
定
健
診
は
、
40
歳
～
74
歳
の

方
が
対
象
で
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
予
防
し
、心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
、
腎
臓
病
な
ど
の
重
大
な

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
健
診

で
す
。

【
受
診
方
法
】

①
総
合
健
診
（
集
団
健
診
）
で
受

診
希
望
の
方
は
、
三
好
市
役
所

健
康
づ
く
り
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

②
病
院
で
受
診
さ
れ
る
方
は
、
特

定
健
診
受
診
券（
6
月
末
送
付
）

に
同
封
さ
れ
て
い
る
、「
平
成

26
年
度
特
定
健
康
診
査
実
施
機

関
一
覧
表
」か
ら
病
院
を
選
び
、

電
話
で
ご
予
約
の
上
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

40
歳
か
ら
74
歳
の
方

※
74
歳
の
方
は
、
生
年
月
日
が

昭
和
14
年
10
月
1
日
以
降
の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
受
診
期
間
】

　

7
月
1
日
～
12
月
31
日

【
受
診
時
に
必
要
な
も
の
】

▽
国
民
健
康
保
険
証

▽
特
定
健
診
受
診
券（
6
月
末
送
付
）

▽
自
己
負
担
額
（
千
円
）

※
健
診
当
日
に
い
ず
れ
か
一
つ
で

も
お
忘
れ
に
な
る
と
、
特
定
健
診

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

【
注
意
】

　

三
好
市
国
民
健
康
保
険
以
外

（
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
共
済
組

合
な
ど
）
に
ご
加
入
の
方
は
、
医

療
保
険
者
が
発
行
し
た
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
各
医
療
保
険
に
よ
っ
て
、

受
診
券
の
交
付
時
期
、
自
己
負
担

額
な
ど
異
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
加
入
の
医
療
保
険
者
ま
た

は
、
職
場
の
担
当
者
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
特
定
健
康
診
査
に
関
し
て
の

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
役
所 

保
険
医
務
課

　
　
　
（
電
話 

７
２-

７
６
１
３
）

●
総
合
健
診
に
つ
い
て
の

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
役
所 

健
康
づ
く
り
課

　
　
　
（
電
話 

７
２-

６
７
６
７
）

　

三
好
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
医
療
費
の

自
己
負
担
が
高
額
に
な
り
そ
う
な

と
き
に
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証
」
ま
た
は
「
国
民
健

康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
、

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
窓
口

負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
（
食
事
代
お
よ
び
保
険

適
用
外
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
の

自
己
負
担
分
を
除
き
ま
す
）。

　

交
付
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、 

保
険
医
務
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
で
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
持
ち

の
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
が
認
定
証
の
代
わ
り
に
な
り

ま
す
の
で
、
申
請
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
70
歳
以

上
で
住
民
税
が
非
課
税
の
方
は
、

高
齢
受
給
者
証
よ
り
も
限
度
額
が

低
く
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
が
平
成
26
年

7
月
31
日
ま
で
の
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
に
は
、
住
所
地
に
更
新
用

の
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
8
月
1
日
以
降
も

必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
更
新
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意

①
限
度
額
は
所
得
区
分
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
の
申

告
が
必
要
で
す
。

②
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

申
請
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
手
続
き
で
き
る
場
所
】

・
三
好
市
役
所 

保
険
医
務
課

・
各
総
合
支
所

【
必
要
な
も
の
】

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
役
所 

保
険
医
務
課

　
　
　
（
電
話 

７
２-

７
６
１
３
）

限度額適用認定書または標準負担額減額認定書を申請いただくと
医療費の窓口負担が軽減できます

未然の予防が大切です
特定健診を受けましょう !

上
の
場
合
は
3
割
負
担
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
方
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
以
外
）が
い
る
場
合
、

そ
の
方
々
と
の
総
収
入
の
合
計
額

が
５
２
０
万
円
未
満
の
場
合
は
１

割
負
担
と
な
り
ま
す
。（
申
請
が

必
要
）

・
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の
場
合

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
て
、
被

保
険
者
の
総
収
入
の
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
は
１
割
負
担

（
申
請
が
必
要
）、
５
２
０
万
円
以

上
は
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
し
い
被
保
険
者
証
（
有
効
期

限
平
成
27
年
7
月
31
日
）
の
裏
面

に
、
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
臓

器
移
植
に
関
す
る
啓
発
や
知
識
を

深
め
る
た
め
で
す
。
臓
器
移
植
と

は
、
病
気
や
事
故
に
よ
り
臓
器
が

機
能
し
な
く
な
っ
た
方
に
他
の
方

の
健
康
な
臓
器
を
移
植
し
、
機
能

を
回
復
さ
せ
る
医
療
で
す
。
臓
器

提
供
の
意
思
表
示
は
自
分
の
意
思

で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
意
思
表
示
欄
記
入
後
も
意
思

の
変
更
が
で
き
ま
す
。
臓
器
提
供

に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
家
族
と

話
し
合
い
、
意
思
表
示
欄
の
記
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
意

思
表
示
欄
へ
の
記
入
は
任
意
で
あ

り
、
義
務
付
け
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
薄
紫
）

を
お
持
ち
の
方
へ

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
は
、
有
効
期
限
が

「
平
成
26
年
7
月
31
日
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
で
平
成
26
年
度
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
に
は
、
7
月
末
ま

で
に
保
険
医
務
課
か
ら
「
後
期
高

齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
更
新
申
請
書
の
提
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

認
定
証

に
記
載
さ
れ
て
い
る
適
用
区
分
が

「
区
分
Ⅱ
」
の
方
で
「
過
去
12
か

月
で
90
日
を
超
え
る
入
院
」
を
さ

れ
た
方
は
、
申
請
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
入
院
時
の
食
事
代
が
さ

ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
役
所 

保
険
医
務
課

　
　
　
（
電
話 

７
２-

７
６
１
３
）

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
有

効
期
限
が「
平
成
26
年
7
月
31
日
」

と
な
っ
て
い
る
、
む
ら
さ
き
色
の

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

を
1
人
に
1
枚
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
7
月
中
に
保
険
医
務
課
か
ら

有
効
期
限 

平
成
27
年
7
月
31
日

と
記
載
さ
れ
た
新
し
い
被
保
険
者

証
（
濃
い
黄
色
）
を
お
届
け
し
ま

す
。
8
月
1
日
以
降
は
古
い
被
保

険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
受

診
の
際
は
有
効
期
限
を
確
認
し
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
8
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
7
月
31
日
ま
で
の
一
部
負
担

金
の
割
合
（
1
割
ま
た
は
3
割
）

は
、
平
成
25
年
中
の
所
得
に
基
づ

き
改
め
て
判
定
し
ま
す
。

一
部
負
担
金
の
割
合
の
判
定
方
法

【
1
割
負
担
と
な
る
方
】

　

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

未
満
の
方
。

【
３
割
負
担
と
な
る
方
】

・
被
保
険
者
が
１
人
の
場
合

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
で
、
総
収
入
の
合
計
額
が

３
８
３
万
円
未
満
は
1
割
負
担
に

（
申
請
が
必
要
）、
３
８
３
万
円
以

後期高齢者医療制度被保険者のみなさまへ
８月は保険証の定期更新月です

ご確認ください
新しい被保険者証の有効期限は、

平成 27 年 7 月 31 日に
なっています。

被保険者番号

　　 住　　所

　　 氏　　名

　　 生年月日

資格取得年月日

発  効  期  日

交付年月日

一部負担金の
割合

保険者番号並
びに保険者の
名称及び印

印

後期高齢者医療被保険者証

有効期限　 年　 月　 日

被
保
険
者

被保険者番号

　　 住　　所

　　 氏　　名

　　 生年月日

資格取得年月日

発  効  期  日

交付年月日

一部負担金の
割合

保険者番号並
びに保険者の
名称及び印

印

後期高齢者医療被保険者証

有効期限　 年　 月　 日

被
保
険
者

旧 新
後期高齢者医療被保険者証

有効期限　平成27年7月31日
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■ 

法
定
外
公
共
物
と
は

　

法
定
外
公
共
物
と
は
、
道
路
、

河
川
な
ど
の
公
共
物
の
う
ち
、
道
路

法
、
河
川
法
、
海
岸
法
な
ど
の
管
理

に
関
す
る
法
律
の
適
用
ま
た
は
準
用

を
受
け
な
い
も
の
を
言
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
里
道
（
赤
道
）・

水
路
（
青
線
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

そ
の
多
く
は
昔
か
ら
農
道
や
農
業

用
水
路
と
し
て
、
地
域
住
民
な
ど

に
よ
っ
て
作
ら
れ
公
共
の
用
に
供

さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
明
治
初
期

の
地
租
改
正
に
伴
う
官
民
有
区
分

の
実
施
に
よ
り
国
有
地
に
分
類
さ

れ
ま
し
た
。

　

法
務
局
や
市
の
税
務
課
に
備
え

付
け
の
公
図
な
ど
で
、「
道
」「
水
」

と
表
示
さ
れ
た
り
、
赤
色
や
青
色

で
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進
を
図

る
目
的
で
、
こ
れ
ま
で
国
有
財
産

で
あ
っ
た
里
道
・
水
路
の
法
定
外

公
共
物
が
、
平
成
17
年
3
月
末
に

市
に
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
財
産
管
理
、
機

能
管
理
な
ど
以
前
は
県
土
木
事
務

所
で
行
っ
て
き
た
業
務
は
、
現
在

三
好
市
が
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

維
持
管
理

　

法
定
外
公
共
物
は
、
地
域
に
密

着
し
た
形
で
、
地
域
住
民
の
公
共

の
用
に
供
し
て
い
る
た
め
、
地
域

（
地
元
）
で
管
理
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

■ 

法
定
外
公
共
物
に
関
す
る

    

主
な
手
続
き

① 

境
界
確
認

　

法
定
外
公
共
物
の
境
界
に
つ
い

て
、
立
会
い
を
行
い
境
界
を
確
認

し
ま
す
。

② 

占
用
許
可
申
請

　

法
定
外
公
共
物
は
、
そ
の
機
能

（
道
路
・
水
路
と
し
て
の
機
能
）

を
確
保
す
る
た
め
基
本
的
に
は
構

造
物
な
ど
に
よ
る
占
用
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
機
能
を
妨
げ

な
い
程
度
に
お
い
て
、
占
用
許
可

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
自
治
会
、
水
利
関
係
者
、

隣
接
地
所
有
者
な
ど
、
利
害
関
係

者
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
例
】

□ 

住
宅
進
入
路
と
し
て
水
路
に

橋
（
床
版
）
を
か
け
る
。

□ 

給
水
管
・
排
水
管
を
里
道
に

埋
設
す
る
。

※
条
件
に
よ
っ
て
占
用
料
が
発
生

し
ま
す
。

③ 

用
途
廃
止
・
付
替
え
申
請

法
定
外
公
共
物
は
、
そ
の
機
能
を

す
で
に
失
っ
て
る
場
合
、
用
途
を

廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

廃
止
が
認
め
ら
れ
た
法
定
外
公

共
物
は
、
市
の
普
通
財
産
と
し
て

払
い
下
げ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
機
能
を
有
し
て
い

る
法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て
も
、

同
じ
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

り
付
け
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
自
治
会
、
水
利
関

係
者
、
隣
接
地
所
有
者
な
ど
、
利

害
関
係
者
の
同
意
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
申
請
に
つ
い
て
不
明
な
点
、
詳

細
に
つ
い
て
は
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
役
所
建
設
部　

管
理
課

電
話　

７
２-

７
６
８
１

山
城
町
信
正
地
区
に
新
し
い
水
道
施
設
が
完
成
し
ま
し
た

　

山
城
町
川
口
簡
易
水
道
拡
張
工
事

に
よ
り
、
山
城
町
信
正
地
区
に
新
し

く
水
道
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
給
水
区
域
】
山
城
町
信
正
地
区

【
給
水
戸
数
】
26
戸
68
人

【
施
設
概
要
】

□ 

送
水
施
設

    

送
水
調
整
水
槽
１
池
・
送
水
管
総
延
長
１
１
６
２
ｍ

□ 

配
水
施
設

    

配
水
池
２
池
・
減
圧
水
槽
２
池
・
配
水
管
総
延
長
２
６
１
７
ｍ 

【
総
事
業
費
】
１
億
１
９
６
７
万
８
９
６
０
円

白
川
谷
取
水
施
設
移
転
工
事
が
完
成
し
ま
し
た

　
山
城
町
白
川
谷
の
山
腹
崩
壊
箇
所
の

下
流
側
取
水
施
設
を
上
流
側
の
新
学
に

移
転
す
る
工
事
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
施
設
概
要
】

□ 

取
水
施
設

　

 

取
水
井
１
基
・
沈
砂
池
１
池

□ 

導
水
施
設

　

 

導
水
管
総
延
長
９
１
７
・５
ｍ

【
総
事
業
費
】
３
４
９
４
万
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
水
道
課

電
話　

７
２-

７
６
２
６

山城地区に新しい水道施設および取水施設の移転工事が完成

　加齢による運動器や筋肉の衰えなどによって、要介護状態となることを
予防するために、水中でバランス運動やウォーキングを行います。
　ぜひご参加ください。

【
対
象
者
】
三
好
市
ま
た
は
東
み

よ
し
町
に
住
民
票
が
あ
る
65
歳
以

上
の
方
の
う
ち
、
次
の
す
べ
て
の

用
件
を
満
た
す
方

①
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方

②
こ
れ
ま
で
に
心
不
全
、
心
筋
梗

塞
、
狭
心
症
、
大
動
脈
瘤
な
ど
の

心
疾
患
の
治
療
を
受
け
た
こ
と
が

な
く
、
現
在
も
治
療
を
受
け
て
い

な
い
方
。

③
医
師
か
ら
の
運
動
制
限
が
な
い
方
。

【
日
時
】
平
成
26
年
8
月
1
日
～

平
成
27
年
1
月
31
日
（
６
か
月
）

の
う
ち
、
月
曜
日
・
金
曜
日
の
13

時
～
14
時

【
定
員
】
各
班
20
名

※
山
城
町
、
東
西
祖
谷
地
区
の
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
（
東
み
よ
し
町
中
庄
９
４
５

番
地
1
）

【
利
用
料
】　
１
人
１
回
３
０
０
円

【
利
用
回
数
】 

ひ
と
月
に
つ
き
、

1
人
２
回
ま
で

【
利
用
方
法
】 

申
請
書
を
記
入
し

て
介
護
保
険
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
利
用
で
き
る
方
に

は
『
利
用
決
定
通
知
書
』
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
申
請
書
配
布
先
】
三
好
市
役
所

長
寿
・
障
害
福
祉
課
、
各
総
合
支

所
窓
口
、
み
よ
し
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
介
護
保
険
セ
ン
タ
ー

【
申
込
締
切
】　
７
月
25
日
（
金
）

締
切
後
に
定
員
の
空
き
が
あ
れ
ば
、

途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。

【
そ
の
他
】
無
料
送
迎
バ
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
利
用
希
望
の
方
は
申

込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

・
各
教
室
の
申
込
み
状
況
な
ど
に

よ
り
、
受
講
日
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
利
用
に
は
水
着
・
キ
ャ
ッ
プ
・

水
中
メ
ガ
ネ
が
必
要
で
す
。な
お
、

ド
ル
フ
ィ
ン
で
も
販
売
し
て
い
ま

す
が
、レ
ン
タ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先
】

介
護
保
険
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
係

電
話 

７
６-

０
０
３
０

　カラダのお手入れ、していますか？　今回は、お肌や食事だけじゃない、
楽しく動くことから始めるカラダのお手入れ方法をお教えします。
　一緒に笑って、動いて、命大事に、もっと人間しましょう！

膝や腰に負担の少ない水中でバランス運動やウォーキングを行います

日　時 場　所

7 月 31 日（木）
10:00 ～ 11:30 東みよし町役場２階

7 月 31 日（木）
13:30 ～ 15:00

三好市保健センター２階
多目的ホール

8 月 1 日（金）
10:00 ～ 11:30 山城総合支所４階会議室

【演　題】いくつになっても動けるカラダ～効果的なお手入れ法～
【講　師】（有）ヒューマンモア 松井 浩 先生
【対象者】65 歳以上の方および介護予防に関心のある方
【必要物】水分補給のための水やお茶、動きやすい服装・履物、タオル
【参加費】無料 　　　
【申込期限】7 月 25 日（金）まで
【お申し込み・お問い合わせ先】みよし広域連合介護保険センター
地域支援係（☎ 76-0030）

対
象
地
区

実
施
日

１
班

池
田
町

井
川
町

第
１
・３
月
曜
日

２
班

州
津

旧
三
好
町

第
１
・３
金
曜
日

３
班

旧
三
加
茂
町
第
２
・
４
月
曜
日

４
班

三
野
町

第
２
・
４
金
曜
日

水中運動教室 参加者募集

楽しく動くことから始めるカラダのお手入れ方法をお教えします

介護予防講演会を開催します

ご
存
知
で
す
か

法
定
外
公
共
物
（
里
道
・
水
路
）

▲川口簡易水道信正低区配水池▲沈砂池 ▲山腹崩壊箇所
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